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第４８回大津家庭裁判所委員会議事概要 

１ 日時 

  令和７年１月３０日（木）午後２時から午後４時まで 

２ 場所 

  大津地方・家庭裁判所大会議室（本館１階） 

３ 出席者 

  （家庭裁判所委員会委員）五十音順・敬称略 

大野聡子、小倉哲浩、粂田憲治、田中明彦、多和常雄、橋本浩、藤岡亮介、保坂健二

朗、細島秀勝  

  （事務担当者） 

   坂田幸二、星野明彦、柴田容子、藤田光代、中尾勇太、蔵慎之介、丸岡麻子 

４ 議事 

(1) 委員の紹介 

   事務担当者から大津家庭裁判所委員会委員の紹介があった。 

(2) 前回委員会以後の裁判所における取組等 

   事務担当者から、前回委員会で委員から出された意見を踏まえて、裁判所が行った取

組等について説明した（前回のテーマ「裁判所における採用広報」）。 

(3) 意見交換（テーマ「少年審判における被害者配慮について」） 

   事務担当者から、少年審判制度の概略、被害者保護制度の実情等について説明したほ

か、少年審判廷及び刑事法廷の見学を行い、その後、意見交換を実施した。 

   発言要旨は、別紙のとおりである。 

(4) 次回委員会の日程、テーマについて 

次回の家庭裁判所委員会は、令和７年９月５日（金）午後２時からとし、２時間程度

で行う。テーマは「少年審判における試験観察及び補導委託制度の柔軟な活用について」

とする。 
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（別紙） 

（発言要旨） 

（委員長：●  委員：○  事務担当者等：□） 

● まずは、委員が所属する関係機関における被害者保護等の取組をご紹介いただきたい。 

○ 検察庁における被害者配慮等について説明したい。少年事件で検察官が被害者に関わ

るのは家裁送致前の捜査段階で、取調べをしたり、電話で話したりして被害者とやりとり

をする。なるべく分かりやく理解してもらうことを心がけ、検察庁で作成しているパンフ

レットを使いながら捜査のスケジュールや処分の見通しなどを丁寧に説明している。罪

名や被害者のニーズによっては検察庁内での待合場所を変えたり、ほかの来庁者と会わ

ないところに待合場所を設けたりしている。家裁が設けている各種被害者保護制度につ

いても必要に応じて説明している。加害者の処分が決まった後には、希望者に対して書面

又は電話で処分結果を通知している。少年が検察官送致となった場合、少年事件であって

も成人の刑事事件と同じ手続になるため、検察官送致が見込まれる場合は、その後裁判で

証人出廷などもあり得ることなども説明している。なお、被疑者が少年であるか成人であ

るかで検察庁での被害者対応に特に大きな違いはない。 

○ 弁護士会では、リーフレット「滋賀弁護士会被害者相談のご案内 ひとりでなやまない

で」にあるとおり、犯罪被害にあった方々に、弁護士の無料相談を設けている。対象事件

はできるだけ多くしたいと考えており、生命・身体・自由及び性的自由に対する犯罪のほ

か、配偶者からの暴力やストーカーによる被害では、どの段階であっても１回は無料で弁

護士に相談できるようになっている。相談内容は多岐にわたり、刑事告訴の方法、裁判へ

の参加方法、裁判所で受けた説明の内容をもっと詳しく教えてほしいなどいろいろであ

る。相談を受けた後の具体的な弁護士の活動としては、記録の閲覧であれば、加害少年の

名前を見ただけでパニックになる被害者もいるので、一緒に行って閲覧することもあれ

ば弁護士だけが行くこともあるし、傍聴も被害者と一緒に行くこともあれば弁護士だけ

が行くこともある。意見陳述では被害者と一緒に陳述内容を考えることがある。 

○ 児童相談所では、児童虐待の被害児の支援が重要である。子どもの安全の確認、家庭復

帰への対応・支援、被害児の心理的ケアなどで継続的に関わっている。子は被害を受けて

いても家に帰りたがることがあるが、そのような場合でも子の安全を第一に、時間をかけ

ながら支援を進めている。その際、子どもの意見を丁寧に聞きながら、関係機関とチーム

を組んで支援に当たっている。少年審判については、１４歳未満の触法通告が警察からあ

ると、場合によっては家裁に送致する。被害者が児童で、不安定だったり、学校に行けな

かったりすると、本人又は保護者から相談ニーズがあれば被害者支援として心理面談や

医療機関につないだりすることがある。そのような場合、児童相談所は加害少年側の対応

と被害者側の対応を同時に進める難しさがある。 

● それでは意見交換に移りたい。まずは、裁判所から被害者に送付する被害者配慮制度の

案内書面について何かお気付きのことはあるか。意見交換事項の順番にこだわらず自由
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に御意見や感想を出していただきたい。 

○ 大津家裁での令和５年の少年保護事件の件数はどれくらいか。 

□ 事件数だと令和５年度は約７００件である。 

○ 閲覧の申出が全然ないというのが率直な感想である。大津家裁では、この制度を積極的

に使ってほしいのか、それとも制度を知らせるだけなのか、どちらの考え方なのか。 

□ 制度を知らない被害者にきっかけを与えるために書面を送付している。 

○ もっと制度を使ってもらった方がよいのではないかと思う。封筒にパンフレットを入

れて送るだけでは、中身をしっかり見ない人もいるだろうし、せっかく制度があるのだか

ら、もう少し利用してもらえる工夫をした方がよいのではないか。 

● 裁判所のスタンスは、こういう制度があることはしっかり伝えるが、使うかどうかは各

自の判断ということでやっている。しかし、制度のことがしっかり被害者に伝わらないと、

使った方がよい被害者が使えない可能性はある。被害者として、どういう情報があれば制

度を使うかどうか判断できるだろうか。 

○ ただパンフレットが入っているだけではなかなか頭に入ってこないので、もう少し分

かりやすい案内や説明があればよいと思う。 

○ 被害者は、警察や検察庁でこのパンフレットに書かれていることを一度は耳にしてい

るのではないかと思う。検察庁のパンフレットはとても分かりやすく、当方も同パンフレ

ットを用いて被害者に説明することがある。裁判所から通知が届く時点で被害者は既に

制度の説明を何回か受けてなんとなくは知っているのではないかと思う。積極的に制度

を使いたくない人もいるし、約７００件の中には窃盗事件などもある。当方が本日のプレ

ゼンを聞いていて意外に感じたのは、申出書を最初に送らず、希望があれば郵送という点

だ。事情や希望を聞かれるとなると、認められなかったら嫌だし、根掘り葉掘りいろいろ

聞かれたら嫌なので自分だったら希望しないかもしれない。全件にするか重大事件に限

るかは検討の余地があるが、最初から申出書をリーフレットに同封することも考えられ

るのではないか。 

● 被害者にとっては一手間を取るのが負担になることがあるので、少しでも手間を省け

ればよいかもしれない。 

○ なぜ被害者なのに裁判所まで出向いたり、申出書の送付を頼まないといけないのか理

解に苦しむ。書類の謄写に費用がかかるのも何でという感じである。自分が本来知り得べ

き情報が金を払わないともらえないのか。当方の勤務先では、無料でやりたいが費用が必

要なときは寄付を募っている。そういう努力をしないと積極的に使ってもらうことはで

きない。また、裁判所から被害者に送付する書面のうち、「照会書」という名称は自分が

悪いことをしているような気がするので送られてきたらどきっとするし、「お知らせ」に

は宛名が書いてないのにいきなり「あなたが」で始まり、機械的に送られているという印

象を受ける。そして、裁判と審判の違いがよく分からないので、説明してもよいのではな

いか。さらに、「少年犯罪」という言葉をよく聞くが、被害者によっては犯罪を特殊化・
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軽量化している印象を受けるかもしれないので、「少年による犯罪」とした方が語感とし

てよいのではないか。 

● 審判には複数の意味があり、審判廷で行われる手続そのものを指すこともあれば、少年

事件の手続全体を指すこともあるので、分かりにくいかもしれない。 

○ 謄写費用の補助はない。日弁連の委託援助事業で、一定の場合には、収入に関係なく資

産が３００万円以下の被害者は自己負担なく弁護士をつけられる。弁護士費用の中に実

費も含まれているので、弁護士をつけて閲覧すれば弁護士が謄写料金を負担する。 

○ 被害者宛てに送る封筒の「差出人欄」には、裁判所の住所及び電話番号のほかに何が書

かれているのか。 

□ 担当者の個人名である。家庭裁判所とは書いていない。 

○ 被害者の中には被害にあったことを家族に知られたくない人もいるため、検察庁では、

処分結果通知では必ず、大津地方検察庁と書かれた封筒で送ってよいかどうか事前に確

認している。 

● 審判廷や法廷等での被害者の接遇面などについて意見はあるか。 

○ 刑事法廷で被害者が傍聴するとき、被害者は、裁判官や家裁調査官の声は聞こえるが、

背中を向けている少年の声は聞こえにくい。少年のところにマイクがないので、被害者が

傍聴するときは配慮してもらえないか。 

○ 当方は、職務上、証人として証言した経験が何度かあるが、大きめの声で話したのに傍

聴席から聞こえないと言われたことがある。証言台のマイクは裁判官や弁護士には聞こ

えるが傍聴席には聞こえないということを後で知った。開かれた裁判ならば、傍聴席にも

聞こえるように設備を見直してほしい。 

● スピーカーの場所によっては聞こえなくなるかもしれない。自分が聞こえていると、傍

聴席にも聞こえているかという配慮が不十分になることがあるかもしれない。 

○ 「お知らせ」ではいきなり「あなたが被害を受けられた」で始まるが、通常であれば、

「この度は大変でしたね。」などの心情に寄り添う一言があってもよいのではないか。ま

た、「ご事情やご希望により申出書を郵送することも可能な場合があります」と書いてあ

るが、もってまわった言い方であり、「可能です」と書けばよいのではないか。「照会書」

も、被害にあったのに悪いことしたと感じられるような事務的な文書であると感じた。封

筒も茶封筒であるが、そんなに件数は多くないだろうから、もう少し暖かみのある封筒に

切手を貼って出してもよいのではないか。また、被害者が待機する調査室には小さな絵が

かかっていたが、もう少し心が和らぐ大きめの絵の方が心情が少しでも穏やかになるの

ではないか。少年審判廷は、裁判官と同じ目線になるのは分かったが、立派な机が前に並

んでいるのを見ると、裁かれる雰囲気があり、構えてしまうのではないかと感じた。 

○ 絵は大きい方がいいし、飾ってある場所も高いと感じた。絵だけではなくて、触ってよ

いものがあると心が落ち着いてよい。あの部屋に植物があるのはよいが、少年審判廷にも

植物があってもよいのではないか。外国の法廷では植物や人形を置いているところもあ
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るようである。また、今回カーテンが閉まっていた。外から見えない配慮なのかもしれな

いが、密室感があるので、見えないようにフィルムを貼ればよいのではないか。暖かい雰

囲気を作りたいのなら、密室感があるよりも、日が当たった方がよいのではないか。   

○ 裁判所では、少年等による危害行為を防止するほか、審理に集中してもらうためにも、

審判廷にはなるべく物を置かないようにしている。   

● 先ほどおっしゃっていた「触ってよいもの」というのは具体的にどういったものか。 

○ お茶碗とか陶器とか触れるものなら何でもよい。やわらかいものでもよい。ものがある

と審理に集中できないという考え方もあるのだろうが、目を反らして気持ちを少しずら

しながら話すというのもあるのかなと感じた。何もものがないと目の置き場がなくなっ

てしまう。 

● 時代によって考え方が変わってきたところであり、できることは何か考えてみたい。 

○ 付添人として参加して少年審判廷で落ち着いたことはなく、重苦しくて和やかな雰囲

気が出せないのはそのとおりだと思う。むしろ別館の刑事法廷の方が明るい感じがする。

また、裁判所の被害者待合室も、カーテンの色を変えたり、いすの色を変えたりするだけ

でも違うのではないか。検察庁の被害者待合室は落ち着く雰囲気だし、当方の事務所も落

ち着いた花柄のカーテンを入れたり、カラフルないすを置いた部屋を作ったりしている。

裁判所に物をあまり置けないのはそのとおりだろうが、色で雰囲気を変えることはでき

るのではないか。被害者支援センターの方から、被害者にブランケットを準備するだけで

も気持ちが落ち着くという話を聞いたこともある。 

● 検察庁の被害者待合室はどんな感じなのか。 

○ 司法面接で年少者から事情聴取をするときは、テーブルのない、植物のある部屋を使用

している。それに準じた内装の被害者待合室も設けられている。 

○ 審判廷を円卓にすることはできないのか。 

○ 少年審判の本来の目的、趣旨、被害者への配慮などのバランスを取る必要があり、審判

廷の形は一つではない。  

● 懇切丁寧にという面もあるが、一方で審判の中での厳しさや緊張感も必要であり、いろ

いろなバランスを考える必要があるということになるだろう。 

○ 「お知らせ」を読んでいて気になった点がある。文章からすると、被害者が配慮制度を

使うときは、まずは来庁する必要があるように読める。しかし、申出書を記載する際に裁

判所のどこに来て書けばよいのか分からないので、裁判所内部の地図があってもよいの

ではないか。また、申出書の提出先がどこなのかも分からない。 

● 案内通知にも、「●階に家裁の書記官室がある」というような情報を載せた方が分かり

やすいということになろうか。 

○ 「お知らせ」の「お問い合わせに際してのお願い」のところで事件番号が最初にあるが、

お願いするのだから「下記の事件番号を」としてから事件番号を記載すべきではないか。

また、事件番号を言わないといけないのは、本人確認のためなのか。もしそうだとしても、
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事件番号を言わされる被害者の気持ちを考えると、もう少し気の利いた別のものでもよ

いのではないか。また、「照会書」では事件の内容などが具体的に書いてあるのに対して、

「お知らせ」にはいきなり事件番号が出てきて番号で扱われているように感じられるが、

この違いは何か。 

● 電話を受けた職員が、確実に事件番号を特定できるようにするためである。また、被害

者の名前を言われても、電話を受けた職員はどの件の被害者だかすぐに分からない。 

○ 少年審判廷にぎっちり人が座っていたらすごく圧迫感あると感じた。自分が被害者と

してあそこに座って傍聴していたら果たして落ち着いて聞けるのだろうかと思った。少

年との距離も近かった。あの場所が本当によいのかと疑問に感じた。 

● そういうことも踏まえて刑事法廷でやることもあるが、刑事法廷を見学していかがだ

ったか。 

○ 刑事法廷は広かったが、少年審判廷は狭いし、カーテンは気になり、光が入った方がよ

い。刑事法廷についての感想は現段階では特にない。 

● 活発な御意見をいただき、ありがとうございました。 

以 上  

  


